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はじめに 

 

 台北医学大学（以下「TMU」）との学術交流協定が締結されたのが 2011 年。2019 年 7 月

には本学で 2度目の受け入れ研修を実施し、6名のTMU学部生が研修に参加した。COVID-

19 の感染拡大のために対面での研修実施が困難となったが、TMU とは学部生のオンライ

ン国際交流などを通して良好な関係を維持した。2023 年 3 月、ようやく対面研修が再開と

なり、本学の学生 5 名が TMU 研修に参加した。これは、本学の学生が参加した初めての

TUM 研修である。2024 年 3 月の研修は、本学の学生が参加する 2 回目の TMU 研修とな

り、5 名の学部生が参加した。 

2023 年の TMU 研修には、視察も兼ねて本学の教員 1 名が引率として同行したが、2024

年の研修には引率教員は置かず、参加学生は準備段階から独立心を持って、自主的に行動し

ていた。ホテルや航空券の手配、プログラム初日の大学紹介に向けた準備なども率先して行

っており、教員としては心強い限りであった。2024 年 7 月には 12 名の台湾学生を本学の

研修に受け入れたが、その際も積極的に台湾学生との交流をしていた。国際的視野を持った

人材として、将来の活躍が楽しみである。 

 最後に、本学学部生の TMU 研修参加にご助力いただいた皆さま方にお礼を申し述べた

い。研修の企画・運営にご尽力いただいた TMU の教職員の皆さま、学内での参加募集から

準備・サポートしていただいた本学の教職員、特に国際交流室運営委員には感謝を申し上げ

たい。また、末筆ではあるが、参加学生への英語レッスンとプレゼン準備にボランティアで

ご助力いただいた Monica Aguilar-Scion 氏への謝辞を表して本稿を閉じたいと思う。 

 

 

国際交流室運営委員会 

参加報告編集担当 

山口賢一 
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学生所感 

【R.U.(a)（参加当時２年次）】 

（１）研修での学び＆自分の成長 

台北医学大学（TMU）研修では、留学先の台湾の学生と交流する機会はもちろん、同じ

プログラムに参加する日本の他大学の医療系学部の学生と授業を共にしました。参加して

いる学生は 2 年生、3 年生が多く、各大学でどのようなことを学んでいるのか、お互いで

意見交換をすることが楽しかったです。プログラム参加者一人一人に台湾の学生サポータ

ー（バディ）がつき、心強い存在でした。研修中は英語でやり取りをすることが多く、話

す際は文法が間違っていないか、ちゃんと伝わるか不安がありましたが、英語を話そうと

する意欲やジェスチャーなどでコミュニケーションを取るように心がけました。台湾の学

生は英語を流暢に話せる方が多く、こちらが伝えたいことを何となく汲み取ってくださ

り、優しく対応していただきました。授業で分からないこと、聞き取れなかったことも教

えてくださりました。私は英語を話すことにとても苦手意識がありましたが、文法は間違

っていてもいいから、単語だけでも話してみよう、伝わって欲しいという意欲で、コミュ

ニケーションを取ることができました。普段英語を使い慣れていない分、不安も大きかっ

たのですが、思い留まらずに、思い切って話してみようという心が大切だと思いました。 

 

（２）現地で困ったこと＆来年度の研修への提言 

宿泊したホテルが地下にあり、換気が不十分のため空気が悪く、もともと掃除もちゃん

とされていない感じでしたので、台湾での生活に不慣れだった 1 週目はしんどかったで

す。洗濯も何回かしましたが、干す場所も限られており、換気ができないので、生乾きな

ことも多かったです。2 週目は慣れましたが、ホテル選びは慎重にした方が良いと思いま

した。 

TMU 研修では 3 回ほど、現地の病院見学をすることができます。それまでの本学の実

習で大きな病院に行った経験がなく、比較が難しかったですが、台湾の病院で行われてい

る医療を現地の医療者から英語で説明を受けました。しかし、未履修範囲の内容の上に、

英語が聞き取れずに理解できないことの方が多く、１．２年生には高度な内容だと感じま

した。聞き取りができないと説明内容の理解が及ばないため、リスニング力を事前に鍛え

ておいた方がいいと思います。 

２週間という長い期間なので、学校だけでなく、放課後や休日にゆったりと観光もでき

ると思います。海外で２週間も滞在しながら学べる機会は、学生時代だからこそ経験でき

ると思うので、台湾で経験したことをこれから学ぶ看護に紐づけられたら良いと思いま

す。 
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【R.U.(b)（参加当時２年次）】 

（１）研修での学び＆自分の成長 

台湾の病院見学を通して、台湾の病院は情報がデジタル化されているため、患者の情報

が素早く正確に収集しやすいと感じました。ナースステーションでは患者情報や医療情報

などを大きな画面で見ることができ、医療者間で効率的に情報共有することができる仕組

みになっていました。また、患者の病室の中にも、その患者に関わる情報が記載されてい

るモニターが設置されていました。その画面上には名前、性別、年齢、担当医師と担当看

護師、食事や摂水の状況、治療の制限の詳細、褥瘡の有無などの情報が記載されていまし

た。そのモニターを通じて、医療者間ですぐに患者の状態を把握することができるため便

利であると感じた一方、個人情報があまり守られていないのではないかとも感じました。 

台湾の病院はマスクさえしていれば簡単に出入りでき、患者の病室にさえも簡単に出入

りできたことに驚きました。日本では来院者に対して体温の測定や親族の入室制限などが

ありますが、感染対策は日本よりも緩いと感じました。 

自分が成長できたことは、自分から積極的に英語を使えるようになったことです。私

は、外国人観光客が多く来る飲食店でアルバイトをしており、外国人と話す機会がありま

す。台湾研修へ参加する前は、外国人との接客の際、最小限の単語やジェスチャーを使用

して対応しており、積極的な会話を避けていました。しかし、研修後の接客では、自分か

ら質問をしたり、単語のみではなく文で話しかけたりすることができるようになってお

り、自分でも驚きました。外国人とコミュニケーションをとることを楽しいと感じること

ができるようになりました。研修で他の学生が英語で会話をしているのを間近に見てお

り、英語を多く聞く環境にいたため、刺激を受けて成長することができたのではないかと

感じています。このような環境に身を置くことは、自己の成長にとって重要だと感じまし

た。 

（２）現地で困ったこと＆来年度の研修への提言 

研修中に 1 番困ったことは、英語が聞きとれなかったことです。研修の講義や説明、講

師との会話などは全て英語を使って行われるため、ある程度英語を聞き取ることができ、

話の内容が理解できないと、学べる量が減ってしまうと感じました。その他に現地で困っ

たことは特にありませんでした。台湾には日本のコンビニエンスストアや薬局などが多く

あり、日本の商品も多く取り揃えられていたため、もし風邪をひいたり日本食が恋しくな

ったりしても、現地でほとんど取り揃えることができるだろうと感じました。また、参加

学生一人一人に現地の大学生がバディとしてついてくれるため、困ったことがあれば聞く

ことができ、安心でした。移動手段としては電車がほとんどだったが、アプリを使用すれ

ば問題なく移動できました。電車やバスで使用できる Easy Card という乗車カードはとて

も便利だと感じました。 

来年度の研修への提言として、私は英語での講義が半分以上聞き取れなかったため、講

義内容が全然理解できないことが多く、友達に聞いたり曖昧に理解してしまうことが多く
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ありました。そのため、研修に行く前に英語のリスニングやスピーキングの練習をするな

どして、英語に慣れておく必要があると感じました。また、現地の複数の病院見学に行

き、医師や看護師の説明を聞きながら、実際の病院内の施設や設備などについて学びまし

たが、私たちは 1、2 年生での参加だったため、まだあまり実習で病院に行ったことがな

く、日本の病院や医療の特徴をあまり分からないまま台湾の病院について学ぶことになり

ました。そのため、日本と台湾の病院の違いが分からず、台湾の特徴を理解することが難

しかったです。したがって、台湾の医療について深く学ぶためには、病院実習を多く経験

している 3、4 年生が適しているのではないかと感じました。しかし、英語に触れる環境

に身をおけるため、語学を学ぶ場としてはどの学年で参加しても意義があると考えます。 

 

 

【H.K.（参加当時１年次）】 

（１）研修での学び＆自分の成長 

私の台湾研修での一番の学びは、台湾の医療を知れたことです。講義では台湾の充実し

た産後ケアや災害時の看護などについて多く学ぶことができ、さらにプログラムには講義

だけでなく実際に病院を訪れて説明を受けられる機会が多く組まれており、台湾の医療に

ついてこの目で見て学ぶことができました。台湾の病院では日本よりもペーパーレス化・

デジタル化が進んでおり、ナースステーションにある大きなスクリーンで全ての患者の情

報を見ることができ、ベッド近くに設置されたパネルにはこの患者の状態が一目でわかる

ように記号化されて表示されているなど、とても便利でわかりやすく、良いと思える点が

たくさんありました。一方でプライバシーや個人情報の保護、ジェンダーへの配慮は甘い

と感じる点が多くありました。情報として学ぶだけではイメージしにくいことを、実際に

見学することで身をもって学ぶことができたため、とても有意義なプログラムでした。 

 私が台湾研修を経て成長できたと感じる点は、講義に対する参加意欲だと思います。こ

のプログラムでは、千葉や大阪、金沢など他大学の学生と共に学ぶため、積極的な参加態

度を間近で感じ、自分もしっかりしなければいけないと気が引き締まる場面が何度かあり

ました。特に印象に残っているのが、言語が英語であることをものともせず、他大学の学

生が積極的に質問をしていたことです。普段の学校生活では「質問のある人」と言われて

も手を挙げる学生は少ないですが、このプログラムでは、思ったことをスラスラと英語で

質問できる人、頑張って翻訳機を使って質問している人、やってみたい人と言われて真っ

先に名乗り出る人などがおり、とても刺激を受けました。結局私は全体の場で発表をする

ことはありませんでしたが、講義や説明を受けてメモに残し、分からないことは周りに聞

いて理解を深めることができました。 

（２）現地で困ったこと＆来年度の研修への提言 

私が現地で困ったことは特に思い浮かびませんが、強いて言えば、現地のローカルなお

店では英語が分からない人が多いことです。観光地の店員は英語どころか日本語を話せる
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人も多い印象を受けましたが、ローカルなお店だと英語が通じず、翻訳機を使って中国語

でやり取りをする必要があるため、意思疎通が難しかったです。 

 来年度への提言として、今回本学からの参加した学生は 1・2 年生でしたが、プログラ

ム参加者は全体的に３年生が多かったので驚きました。募集の際に例年の参加状況を少し

記載したり、募集後にできる範囲で参加者の情報を共有したりできると良いと思いまし

た。ただ、参加者は皆優しくて、１年生の立場でも仲良くなることができ、分からない内

容も教えてもらい、充実した研修になりました。個人的にはこの学年（1 年次）で参加す

るのも大いにお勧めしますし、他の参加者について全く知らなかったのもサプライズ的要

素があって面白かったため、今年度のやり方と同じでも大きな問題はないとも感じていま

す。 

 最後に、台湾研修では観光もしながら台湾のことを学べ、日本の他大学の学生とも交流

を持て、とても有意義で充実した経験ができました。来年度以降もぜひ継続していただ

き、多くの学生に参加してもらいたいと心から思っています。 

 

 

【I.Y.（参加当時１年次）】 

（１）研修での学び＆自分の成長 

 台湾研修を通して私が学んだことは、自分から積極的に行動することの大切さです。実

際に台北医学大学（TMU）で講義を受けたり、病院見学に行ったりしたときに、現地の方

が独特なアクセントで英語を速く話されていたことや、大学ではまだ習っていない専門的

な知識を必要とする内容であったことなどが要因で、あまり聞き取ることができない場面

がありました。あるいは、発音を聞き取れていても、翻訳した単語の意味が分からず、話

の内容がつかめなかったこともありました。プログラムの最終日に今回のプログラムを通

して学んだことを発表する必要があったため、わからないままで放置するという選択は出

来ず、このプログラムに参加していた他の大学の方に聞くことできちんと理解することが

出来ました。今までは「あまり親しくない人に聞くのは申し訳ない」あるいは「こんなこ

とも分からないのかと思われたら恥ずかしい。」という考えから、他の大学の方に聞くこ

とが出来なかったと思います。しかし、このような状況下に置かれたことで、自分から積

極的に行動することができるようになりました。 

成長できたこと感じることは、英語を話そうとする姿勢が身についたことです。TMU

の生徒が 1 対 1 でバディとしてついてくれており、台湾観光に連れて行ってくれたり、大

学内の学食を一緒に食べたりする機会があり、その時に英語でコミュニケーションを取っ

ていました。同世代の学生ということもあり、すぐに友達になることができ、あまり緊張

せずに英語で話すことができました。また、文法が間違っていてもこちらの意志をくみ取

ろうとしてくれたので、気軽に話すことができました。 

（２）現地で困ったこと＆来年度の研修への提言 
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 現地で困ったことは、ローカルな店だと英語が通じないので、意思疎通を図るのに苦労

したことです。プログラムに参加していた日本の他の大学生は学年が 3~4 年生の方が多

く、専門知識も豊富に持っており、その中で 1 年生の自分が同じ内容を学ぶのはとても負

担に感じました。また、講義についていけるのかとても不安でした。 

 来年度の研修への提言としては、プログラムの最初に学校紹介をする時間があり、その

原稿をモニカさんに手伝って頂いたのが本当に心強く、有り難かったので継続してほしい

ということと、反対に最終発表のときは自分達だけで原稿を仕上げたのでとても不安だっ

たため、ラインやメールなどを通して添削をしてほしいということが挙げられます。ま

た、他の大学からは引率教員が最初の数日間に何名か来ていたので、研修に参加する学生

と話し合って引率者をつけるかどうかを決めると良いと思いました。そして、バディと会

話をするときにもう少しスムーズに話せたら良かったなと感じたため、研修に行く前に日

常会話の英語のレッスンを取り入れても良いのではないかと思いました。 

 

 

【M.O.（参加当時１年次）】 

（１）研修での学び＆自分の成長 

私たちは 3/2~3/15 の二週間の台湾研修に参加し、現地での生活や学校での講義から

様々なことを学ぶことができました。その中で特に印象に残った学びは二つあります。一

つ目は、台湾の医療に関することです。研修に参加するまで私は、台湾よりも日本の医療

の方が進んでいるのではないかと想像していました。しかし、実際に台湾の病院を見学し

てみて、想像以上に環境が整っていることに感服しました。患者のカルテの電子化だけで

なく、ナースステーションの中で患者さんの検査の予定や転倒、褥瘡の有無などの状態を

知ることができ、看護師間での共通理解に繋がる電子黒板が設置されていました。他にも

日本よりも保険証の実用性が高く、血圧を測るときに保険証をスキャンすることで血圧の

データが入力され、看護師が確認できるようになっていました。また、病院を紹介しても

らう際も紹介状が必要なく、保険証一つで情報の引き継ぎができ、双方の負担を減らす画

期的な仕組みであると思いました。しかし、電子化が進んでいる一方で、台湾の個人情報

の取り扱い方が気になりました。見学に訪れた病院のフロントには、医師の出身校から当

日の勤務状況、そしてどの部屋に誰が入院しているかが分かる情報などが閲覧できるタッ

チパネル・モニターが設置されていました。来客者はこのモニターを見て、例えば産婦人

科であれば女医の先生の診察を希望するのであれば、情報を検索して希望通りの先生を予

約することができます。また、お見舞いに訪れた際、逐一看護師に病室の場所を聞かなく

ても、簡単に検索をして場所を確認することができます。しかし、どの患者さんがどの部

屋にいるという情報は悪用される可能性もあり、個人情報の取り扱いの部分で問題があり

そうだと感じました。 
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研修中の学びの二つ目は文化の違いです。医療システムが進んでいる一方で、トイレッ

トペーパーをそのまま流してはいけないことや、魚や野菜を露店販売しているなど、衛生

面で少し気になる場面もありました。また、台湾には頻繁に外食をする文化があり、お店

が凄く充実しており、夜市などの食べ物街が至る所にありました。沖縄そばのだしに似て

いるスープや三枚肉に似た肉を乗せたルーローハンなど、沖縄の郷土料理と似ているメニ

ューも多々目にしましたが、このような親近感を感じたのは、沖縄と台湾との距離が近

く、また歴史的に中国との交流があるという文化的共通点が理由ではないかと考えまし

た。移動手段については、バイクや公共の自転車や MRT という地下鉄を利用している人

が多く、沖縄のような車社会ではないため、運動不足になりにくいところは本土と似てい

ると感じました。 

（２）現地で困ったこと＆来年度の研修への提言 

先ほども述べたトイレ問題やローカルな店で英語が通じないなど、多少の問題を感じる

ことはありましたが、特にこれといった困難はなく無事に楽しく過ごすことができまし

た。この研修に参加するまで、日本は台湾よりも進んでいる部分が多いのではないかと想

像していましたが、病院の電子化や交通の利便性など、日本よりも優れたテクノロジーや

社会システムがたくさんありました。また、近年話題になっているジェンダーに配慮した

トイレが設置されているなど、多種多様な人たちに配慮しており、とても暮らしやすい国

だと感じました。現地の学生やお店の方々とたくさん触れ合う機会がありましたが、どの

方も私たちにすごく親切に接してくださりました。放課後には、現地の学生や他の研修参

加学生とローカルなお店や観光地など、様々な場所を訪れることができ、14 日間の研修期

間中、毎日本当に充実した時間を過ごすことができ楽しかったです。初の海外渡航であ

り、また一年生で医療知識がほとんどない状況で不安もたくさんありましたが、台湾の医

療を直接自分の目で見ることができました。海外での体験で改めて日本の良さを実感し、

また異文化や日本以外の地域を好きになるいい機会となり、とても良い経験ができて参加

してよかったと心の底から感じています。 
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資料１ 

〇写真 

【台北医学大学キャンパスと研修の様子】 
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【台湾市内の夜市】 
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【台湾スイーツに中華料理】 
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【台湾のランドマーク「台北１０１」】 
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【観光】 

猫空ロープウェイ               十分でランタン飛ばし 

 

仇分                         士林慈諴宮 
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【プログラム修了】 
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資料２ 

〇プログラム（日程表） 
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